
『疑似体験活動を通して学ぶ障がいの理解と支援』『疑似体験活動を通して学ぶ障がいの理解と支援』

《第１回》　１０月５日（金）《第１回》　１０月５日（金）

秋田大学教育文化学部秋田大学教育文化学部

准教授　　谷村　佳則　准教授　　谷村　佳則　

《第４回》　１０月２６日（金）《第４回》　１０月２６日（金）

秋田大学教育文化学部秋田大学教育文化学部

教　授　　藤井　慶博教　授　　藤井　慶博

秋田大学教育文化学部秋田大学教育文化学部

教　授　　武田　篤教　授　　武田　篤

秋田大学教育文化学部秋田大学教育文化学部

准教授　　髙田屋　陽子准教授　　髙田屋　陽子

『ちょっと気になる子どもの子育て支援『ちょっと気になる子どもの子育て支援

　～特別支援教育の視点から～』　～特別支援教育の視点から～』

《第２回》　１０月１２日（金）《第２回》　１０月１２日（金）

秋田大学教育文化学部秋田大学教育文化学部

講　師　　鈴木　徹講　師　　鈴木　徹

『発達障害のある子どもと『発達障害のある子どもと

　気持ちを通わせるために必要なこと』　気持ちを通わせるために必要なこと』

《第３回》　１０月１９日（金）《第３回》　１０月１９日（金）

『共生社会における障害の理解と支援に向けて』『共生社会における障害の理解と支援に向けて』

『共に暮ら『共に暮らす「共生社会「共生社会」をめざすのはなぜ？』をめざすのはなぜ？』

《第５回》　１１月２日（金）《第５回》　１１月２日（金）

９月 25 日（９月 25 日（火）

どなたでもどなたでも

30 名30 名

カレッジプラザカレッジプラザ

（秋田市中通 二丁目 1-51）（秋田市中通 二丁目 1-51）

2,500 円2,500 円
※受講料は事前振り込みとなります※受講料は事前振り込みとなります

※欠席による返金・割引等は行いません※欠席による返金・割引等は行いません

10月５日月５日（金）（金）～11～11月2日（金）（金）

18：00 ～ 19：3018：00 ～ 19：30

　障害のある人もない人も共に生きられる社会をめざすノーマライゼーションやインクルージョンの理念が　障害のある人もない人も共に生きられる社会をめざすノーマライゼーションやインクルージョンの理念が

着実に社会の中に浸透してきています。今、私たちに求められるのは、障害を「知る」こと。本講座では、着実に社会の中に浸透してきています。今、私たちに求められるのは、障害を「知る」こと。本講座では、

障害についての理解を深めるとともに、本人だけでなく家族も含め、さらに幼児･児童期から青年期にわたる障害についての理解を深めるとともに、本人だけでなく家族も含め、さらに幼児･児童期から青年期にわたる

長期的な視点に立ち、支援のあり方と方向性について、共に考えていきます。長期的な視点に立ち、支援のあり方と方向性について、共に考えていきます。

平成 30 年度秋田大学公開講座平成 30 年度秋田大学公開講座平成 30 年度秋田大学公開講座平成 30 年度秋田大学公開講座平成 30 年度秋田大学公開講座平成 30 年度秋田大学公開講座

共に生きる社会をめざして共に生きる社会をめざして共に生きる社会をめざして共に生きる社会をめざして共に生きる社会をめざして共に生きる社会をめざして
～障害の理解と支援～～障害の理解と支援～～障害の理解と支援～～障害の理解と支援～～障害の理解と支援～～障害の理解と支援～

お申込み・お問い合わせ

TEL：018-889-2270

秋田大学 HP：http://www.akita-u.ac.jp

地方創生・研究推進課地方創生・研究推進課



平成 30年度秋田大学公開講座

共に生きる社会をめざして ～障害の理解と支援～

     

秋田大学地方創秋田大学地方創生・生・研究推進課　研究推進課　FAX：018-889-3162FAX：018-889-3162

【共に生きる社会をめざして 【共に生きる社会をめざして ～障害の理解と支援～～障害の理解と支援～】申込用紙】申込用紙

〒

※ （電話は※ （電話は、日中連絡のつきやすい番号をご記入ください。）日中連絡のつきやすい番号をご記入ください。）

18:00~19:30
10 月 5日（金）

障害の有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う共
生社会の実現に向けて、特別支援教育は重要な役割を担っています。本
講義では、共生社会に向かう歴史の中で障害児を取り巻く文化史や教育
史を概説するとともに、障害を理解し支援していくためには何が必要な
のかを考えていきます。

共生社会における障害の
理解と支援に向けて
秋田大学教育文化学部
准教授　谷村　佳則

18:00~19:30
10 月 12 日（金）

育児書に書いている子どもの育ちと目の前にいる子どもの様子がかけ離
れていてなんだかいつも不安になる。本当は叱りたくないのについつい
叱ってしまい、子どもが眠った後に落ち込んでしまう…。そんな子育て
の悩みに何かヒントになるかもしれません。「特別支援教育」の支援を子
育てに生かしてみませんか。

ちょっと気になる子どもの
子育て支援 

～特別支援教育の視点から～
秋田大学教育文化学部
准教授　髙田屋　陽子

18:00~19:30
10 月 19 日（金）

本講義では、発達障害の概要を紹介するとともに、実際のエピソードを
いくつか紹介し、子どもがどんなことに困っているのか、また養育者は
どんな困り感を抱えているのかを読み取り、両者がより良い関係を築い
ていくために必要とされる育児や保育、教育の在り方について考えてい
きます。

発達障害のある子どもと気持ち
を通わせるために必要なこと

秋田大学教育文化学部
講　師　鈴木　徹

18:00~19:30
10 月 26 日（金）

視覚障がいや聴覚障がい、肢体不自由などの障がいの疑似体験を通して、
どのような支援が必要なのか、障害者差別解消法の趣旨や新しい概念で
ある合理的配慮の観点から考えます。そのうえで、人々の多様性を認め、
尊重し合う共生社会の形成のために今何が求められているのか考察しま
す。

疑似体験活動を通して学ぶ
障がいの理解と支援
秋田大学教育文化学部
教　授　藤井　慶博

18:00~19:30
11 月 2日（金）

私たちは障害のある人もない人も、共に暮らす「共生社会」をめざして
います。ではなぜ、私たちは障害のある人たちを排除するのではなく、
支えなければならないのでしょうか？この根源的な問いに答えるために、
共に考え、学び合います。

共に暮らす「共生社会」を
めざすのはなぜ？
秋田大学教育文化学部
教　授　武田　篤

※お車でお越しの方は、明徳館ビル内

立体駐車場をご利用ください。公開講

座開催時は無料で利用することができ

ます。ただし、高さ１．５メートルを

超える車は利用できませんので御了承

ください。その場合は、恐れ入ります

が周辺有料駐車場をご利用くださるよ

うお願いいたします。

［会場案内図］




